
これから観光チームの発表を始めます。
町田 有霞です。
勝賀瀬 智英です。
谷 翔也です。
澤村 玲司です。
よろしくお願いします。

1



まず初めにいの町の観光地について調べました。

2



ほどのの滝。 今 若い人に人気になりつつあるスポットで４つの滝があり、様々な
ルートからいけます。

3



グリーンパークほどの、アスレチックやパークゴルフなどの子供が楽しめる施設が多く
あり、キャンプ用品等の貸し出しできます。家族ずれにぴったりの場所です。

4



フライパンというお店で、昔ながらの建物でいの町の特産物「生姜」を使った生姜焼き
が食べれます。
定休日は土、日で１１時から１９時までです。

実際にいって、生姜焼きを食べました。ボリュームたっぷりで夫婦で経営していることも
あり、時間は多少かかりますがすごくおいしいです。

5



高知県民でもあまり知られていない観光地で天空へと続く絶景のドライブコースとして
人気があり、

冬季は閉鎖されていることが多いですが、季節ごとに様々な植物を見ることができおす
すめのスポットです。

ＵＦＯの目的が多いことや漢字で雄峰ラインと呼ばれることからこの名前がついたとい
います。

6



山荘しらさ。ＵＦＯラインの近くにあるカフェでお勧めはホットサンドです。

そして、宿泊もできるようなので県外の観光客の方にもぴったりです。ＵＦＯラインを見
た後によってみてはどうでしょうか。

7



高知アイス アイスが主な商品ですが、店頭ではフレンチトーストやパンケーキも食べ
ることができます。

材料も土佐ジローの卵を使用しており、材料も高知のものを使うなど地産池消にも貢
献してます。

8



また、店内から見える仁淀川の景色もとてもきれいです。

9



次に

これを見てください。これは高知県の目的地別観光者数のグラフです。

（グラフを見て名前読んでいく）

10



このグラフを見て分かることは、ほとんどが高知市内の観光地、いの町の観光地がな
いということ。では、なぜ高知市の観光地が多く、いの町の観光地1つも入ってないの
か。それは知名度の低さと考えました。

11



次にグラフは１９９５年から２０４０年までの人口推移のグラフです。
こちらのグラフを見てわかるように人口が減少しています。

12



これらの問題を解決し、知名度、人口をＵＰさせるために

13



いの町口コミ大作戦

を考えました。

14



その仕組みとして、観光地の内容と地図をパンフレットに記載します。

15



そして、そのパンフレットを免許センターに置いてもらいます。

16



免許センターを選んだ理由は高知県内の様々なところから免許の取得 及び 更新を
しに、枝川の免許センターを訪れています。
先日、免許センターに電話してお聞きしたところ一日に平均２５０人、多い時には400人
もの方が訪れているとのことでした。
免許センターに置くことにより、県内の人にいの町の観光地が知られ、

17



そして、

18



口コミにより県外へ

19



また、このように口コミで情報を広めるために以下の場所にパンフレットを置いてもらい
たいとかんがえています。

20



口コミ大作戦を行うことで、いの町の知名度が上がり観光者数が増え
人口増加につながるのではないかと考えました。
以上で発表を終わります。
ご清聴ありがとうございました。

21


